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　　人ロの動き

一12月1日現在一

男4，928（一4）

女5，020（＋1）

計9，948（一3）
世帯数2，345（一4）

　　（）前月比較948－011新潟県中魚沼郡川西町大字水ロ沢12番地　（魯02576－8－3111）

　　　　　　発行　町長根津正三　編集総務課文書広報係　　印刷白南風社

　
歴
史
民
俗
資
料
館
が
伊
友
地
内
に
完
成
し
、

勤
労
感
謝
の
日
の
先
月
二
十
三
日
か
ら
二
十

七
日
ま
で
の
五
日
間
、
開
館
特
別
展
を
行
い

ま
し
た
．

　
こ
の
資
料
館
は
、
地
域
の
特
色
を
示
す
民

俗
文
化
財
や
歴
史
の
流
れ
を
裏
づ
け
る
遺
物
、

文
書
な
ど
の
歴
史
資
料
を
保
存
・
展
示
・
活

用
し
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
を
見
つ
め
、
明
る

く
、
限
り
な
く
躍
進
す
る
川
西
町
に
役
立
つ

こ
と
を
願
い
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
．

　
皆
さ
ん
か
ら
も
親
し
ん
で
い
た
だ
き
、
町

民
憲
章
の
「
香
り
ゆ
か
し
い
文
化
を
創
造
す

る
町
に
」
と
な
る
よ
う
望
ん
で
い
ま
す
．

　
特
別
展
で
は
、
一
階
に
は
児
玉
輝
彦
画
伯

の
寄
贈
さ
れ
た
「
び
ょ
う
ぷ
」
な
ど
を
展
示
、

二
階
に
は
「
川
西
町
の
農
具
」
を
中
心
に
展

示
し
て
い
ま
し
た
。

　
初
日
の
二
十
三
日
に
は
六
百
人
も
の
方
々

が
訪
れ
、
大
人
は
昔
を
懐
か
し
み
、
子
供
た

ち
は
も
の
珍
し
そ
う
な
様
子
で
見
つ
め
て
い

ま
し
た
．

　
こ
れ
か
ら
は
観
覧
料
（
小
・
中
学
生
五
十

円
、
大
人
百
円
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
．

12月の休日救急医

院（本町西）

院（袋町）

院（中　条）

院（神明町〉

院（川原町）

院（下　条）

医
医
病
医
医
医

田
口
条
田
島
口

池
山
中
富
大
山

12日

19日

26日

29日

30日

31日

1月上旬の予定

干手診療所
　
　
　
　
　
ラ

市
　
町

　
　
浦

土
　
西

（
　
　
　
（

所
院

療
医

診
堂

沢
誠

水
至

院（本町西）医田池

広報

1日

2日

3日

9日
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第
七
回
町
議
会
臨
時
会
が
、
先
月
十
日
に
開
か
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
や
浦
佐
駅

駐
車
場
の
条
例
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。
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浦
佐
駅
駐
車
場
は

三
市
町
（
錨
聾
）
で
相
互
利
用

囹
可
決
さ
れ
た
も
の

▽
川
西
町
区
域
外
駐
車
場
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例

　
こ
の
条
例
は
、
浦
佐
駅
駐
車
場
の
利

用
方
法
や
使
用
料
な
ど
を
定
め
た
も
の

で
、
詳
細
は
前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と

お
り
で
す
。

　
利
用
さ
れ
た
い
方
は
、
役
場
住
民
係

窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝋
酬

、
灘
難
蕪

灘
蟹
翌

糊甑、

　　　　鴇

浦佐駅駐車場

▽
他
の
団
体
の
公
の
施
設
の
利
用
に
つ

　
い
て

　
浦
佐
駅
駐
車
場
は
、
十
日
町
市
、
高

柳
町
と
共
同
で
設
置
し
ま
し
た
。
駐
車

場
の
相
互
利
用
に
関
す
る
協
議
書
を
三

市
町
で
交
わ
し
、
状
況
に
よ
り
相
互
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　　⑳　川
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▽
川
西
町
冬
期
孤
立
集
落
維
持
管
理
セ

　
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

　
例

　
小
脇
に
建
設
さ
れ
た
冬
期
孤
立
集
落

維
持
管
理
セ
ン
タ
一
の
利
用
方
法
な
ど

を
定
め
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
の
利
用
は
、

管
理
者
の
承
認
が
必
要
で
す
。
一
般
の

利
用
は
無
料
で
す
が
、
営
利
や
催
し
物

の
た
め
の
利
用
に
つ
い
て
は
一
時
間
当

た
り
町
内
の
人
の
場
合
三
百
円
、
町
外

の
人
の
場
合
四
百
円
を
使
用
料
と
し
て

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

小
脇
に
で
き
た
セ
ン
タ
ー

冬期孤立集落

維持管理センター平面図
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歳
入
で
、
財
産
貸
付
収
入
の
五
十
七

め＼
　
万
円
と
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の
二
百

　
　
四
十
一
万
六
千
円
を
増
額
し
、
そ
れ
を

　
　
歳
出
の
一
般
管
理
費
と
予
備
費
に
回
し

　
　
て
い
ま
す
。

2階79．32㎡（24坪）

繋

暮
．

▽
町
立
歯
科
診
療
所
財
政
調
整
基
金
の

設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条

例
を
廃
止
す
る
条
例

町
立
歯
科
診
療
所
の
廃
止
に
伴
う
も

の
で
す
。

▽
五
十
七
年
度
町
立
歯
科
診
療
所
特
別

　
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　
二
百
九
十
八
万
六
千
円
を
追
加
し
、

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六

千
三
百
五
十
四
万
円
と
し
ま
し
た
。

囹
承
認
さ
れ
た
も
の

▽
五
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
五
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
百
一
万
五
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
二
十
九
億
一
千

九
百
七
十
一
万
七
千
円
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
景
気
浮
揚
策
の
一
環
と
し
て
、

県
が
産
業
育
成
資
金
の
追
加
貸
付
を
決

め
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
は
、
地
方
産
業
育
成
資
金
貸
付

金
と
し
て
県
の
貸
付
金
が
二
百
万
円
、

そ
れ
に
貸
付
金
元
利
収
入
が
二
百
一
万

五
千
円
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
出
は
、
商
工
業
振
興
費
に
四
百
一

万
五
千
円
を
追
加
し
、
貸
付
金
に
二
百

万
円
、
償
還
金
と
利
子
に
二
百
一
万
五

千
円
回
し
て
い
ま
す
。

集　　会　　室

押入

押
入

台　　所
床
の
間

待　機　室
押
入

、

　、
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崎信夫医師川七さ

へ
き
地
診
療
に
力
を
注
ぐ

　
川
崎
信
夫
医
師
（
学
校
町
）
が
、
十
一
月
二
十
六
日
に

新
潟
県
庁
で
、
へ
き
地
永
年
勤
務
医
師
と
し
て
、
県
知
事

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
川
崎
医
師
は
、
川
崎
医
院
の
こ
ろ
の
昭
和
三
十
四
年
か

ら
冬
期
孤
立
部
落
へ
の
泊
り
込
み
診
療
を
行
う
な
ど
、
献

身
的
な
医
療
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
三
十
九
年

に
川
西
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
長
に
就
任
さ
れ
、
町
の

衛
生
行
政
に
貢
献
。
四
十
四
年
か
ら
は
町
立
仙
田
へ
き
地

出
張
診
療
所
長
を
兼
務
さ
れ
、
仙
田
地
区
の
人
た
ち
か
ら

も
大
き
な
信
望
を
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
へ
き
地
診
療
年

数
は
、
二
十
三
年
余
り
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。
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ん
農
業
振
興
の
た
め
尽
力
　
　
新
蹄
鴫
酬
晒
膿
難
癩
期
粥
船
散
藷
琳
犠
就
険
臥
班
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

儀水清

簗難　燗騰

月
三
日
　
新
潟
県
庁
で
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
清
水
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
三
年
に
上
野
村
農
業
協
同
組

合
専
務
理
事
に
就
任
し
て
以
来
、
三
十
三
年
余
り
に
わ
た

り
農
協
事
業
に
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
上
野
村

農
業
協
同
組
合
長
、
川
西
農
業
協
同
組
合
長
な
ど
を
歴
任
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
一
町
一
農
協
を
実
現
さ
せ
る
と

と
も
に
、
農
業
構
造
改
善
事
業
、
新
農
業
構
造
改
善
事
業

を
推
進
し
、
生
産
基
盤
と
生
産
組
織
の
確
立
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
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んさ三小林健
ひ
た
む
き
に
青
少
年
を
育
成

　
小
林
健
三
さ
ん
（
木
島
町
）
が
、
青
少
年
健
全
育
成
功

労
者
と
し
て
、
十
一
月
十
日
に
新
潟
県
民
会
館
で
行
わ
れ

た
青
少
年
健
全
育
成
県
民
大
会
の
席
上
、
県
知
事
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
林
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
八
年
に
木
島
子
供
会
を
結
成

し
、
そ
の
指
導
育
成
に
熱
意
を
注
が
れ
る
一
方
、
四
十
三

年
か
ら
川
西
町
青
少
年
問
題
協
議
会
委
員
、
四
十
五
年
か

ら
少
年
補
導
員
、
そ
し
て
五
十
六
年
か
ら
は
川
西
町
青
少

年
育
成
町
民
会
議
会
長
な
ど
を
勤
め
て
お
い
で
で
す
。
長

年
に
わ
た
り
青
少
年
の
非
行
防
止
、
事
故
防
止
、
健
全
育

成
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

詣
鱗
保
険
糧
∬
〈
産
し
認

ね　
　
　
　
　
　
　
所
得
控
除
さ
れ
ま
す

　
今
年
一
年
間
に
納
め
た
国
民
年
金

の
保
険
料
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
年

末
調
整
や
自
営
業
者
な
ど
が
確
定
申

告
を
す
る
と
、
そ
の
額
が
所
得
額
か

ら
控
除
さ
れ
、
所
得
税
が
減
額
さ
れ

ま
す
。

　
十
二
月
は
年
末
調
整
の
月
で
す
か

ら
、
該
当
す
る
人
は
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
控
除
さ
れ
る
額

　
昭
和
五
十
七
年
一
月
か
ら
十
二
月

ま
で
に
納
め
た
、
次
の
保
険
料
が
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
定
額
保
険
料

　
五
十
七
年
一
月
か

ら
三
月
ま
で
は
、
一

か
月
に
つ
き
四
千
五

百
円
。
四
月
か
ら
十

二
月
ま
で
は
、
一
か

月
に
つ
き
五
干
二
百

二
十
円
。
一
年
間
の

合
計
は
六
万
四
百
八

十
円
で
す
。
（
一
年

間
前
納
し
た
人
は
六

万
一
千
百
三
十
円
）

②
付
加
保
険
料

　
五
十
七
年
一
月
か

ズ
　

《
・
5
～

ら
十
二
月
ま
で
一
か
月
に
つ
き
四
百

円
。
　
（
一
年
間
納
め
た
場
合
は
四
千

八
百
円
）

・
定
額
保
険
料
と
付
加
保
険
料
を
合

わ
せ
て
、
一
年
間
ま
る
ま
る
納
め
た

人
の
場
合
は
六
万
五
千
二
百
八
十
円

で
す
。
　
（
一
年
間
前
納
し
た
人
は
六

万
五
千
八
百
十
円
）

③
未
納
保
険
料
、
前
納
保
険
料
、
追

納
保
険
料

　
五
十
七
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で

の
間
に
納
め
た
も
の
は
控
除
さ
れ
ま

す
。
※
不
明
の
点
は
役
場
年
金
係
へ
。

一
＝

〆
’
三

…
ミ

豊
…
＝
押

保険料は所得から控除されます
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例
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
こ
ん
虫
や
植
物
な
ど
の
様

子
を
も
と
に
、
雪
占
い
の
会
話
が
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

昨
年
は
小
雪
の
年
で
、
川
西
ダ
ム
の
最
高
積
雪
で
も
ニ

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
し
た
。
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
た
五
十
六
年

の
半
分
に
も
満
た
ず
、
し
の
ぎ
や
す
い
冬
で
し
た
が
、
さ

て
、
こ
の
冬
は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

　
先
月
二
十
二
日
、
道
路
除
雪
協
力
会
の
総
会
が
総
合
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
協
力
会
役
員
、
嘱
託
員
、

そ
れ
に
警
察
、
土
木
事
務
所
、
役
場
の
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

者
な
ど
約
八
十
人
が
出
席
し
、
道
路
除
雪
計
画
に
つ
い
て

願います！ご協

安全でスムーズな、

　　道路除雪のために

細
か
に
検
討
し
ま
し
た
。

　
別
図
の
よ
う
に
、
国
県
道
四
十
五
・
五
キ
ロ
、
町
道
四

十
三
・
九
キ
ロ
の
除
雪
が
さ
れ
ま
す
。

　
雪
の
中
で
安
心
し
て
生
活
す
る
に
は
、
ま
ず
、
道
路
交

通
の
確
保
が
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
多
く
の
人
た
ち
が

昼
夜
を
問
わ
ず
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
が
、
こ
の
人
た
ち

の
苦
労
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
生
活
道
路
を
守
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◎
路
上
駐
車
は
全
面
禁
止

　
除
雪
計
画
路
線
は
全
面
駐
車
禁
止
で
す
。
物

損
事
故
に
つ
な
が
っ
て
も
補
償
は
し
ま
せ
ん
。

◎
屋
根
雪
処
理

　
屋
根
雪
を
や
む
を
得
ず
道
路
に
下
ろ
し
た
場

合
は
、
速
や
か
に
か
た
づ
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
道
路
に
物
を
置
か
な
い
よ
う
に

　
車
庫
へ
の
車
の
乗
り
入
れ
の
た
め
、
鉄
板
や

角
材
な
ど
を
道
路
上
に
放
置
し
て
あ
る
の
が
み

ら
れ
ま
す
が
、
道
路
交
通
法
な
ど
の
違
反
に
な

る
ば
か
り
で
な
く
、
除
雪
の
障
害
に
も
な
り
ま

す
。
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
が
こ
れ
ら
の
放
置
物

を
巻
き
込
み
、
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
、

修
理
代
の
ほ
か
、
遊
び
補
償
ま
で
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

◎
除
雪
機
械
に
は
近
寄
ら
な
い
よ
う
に

　
除
雪
作
業
中
は
絶
対
に
除
雪
機
械
に
近
寄
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
。
死
傷
事
故
に
つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
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柳
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に
…

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

”
利
用
し
ょ
う
と
い
う
考
え
方
が
必
要
㎞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
で
あ
る
」
と
力
説
さ
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ま
し
た
。
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譲

聾
譲

笑
い
の
民
俗

　
　
こ
ぼ
れ
ば
な
し

　
ま
だ
汽
車
の
な
か
っ
た
こ
ろ
、
江

戸
で
冬
稼
ぎ
を
終
え
た
若
者
は
職
場

や
村
ご
と
に
帰
郷
し
た
。
そ
の
さ
い
、

　
　
　
　
　
　
　
は
た
ご

道
中
を
五
泊
す
る
旅
籠
屋
で
仲
間
の

意
表
を
つ
く
調
度
品
を
ひ
そ
か
に
失

敬
し
、
後
日
、
若
衆
宿
に
持
ち
寄
っ

て
自
慢
し
合
う
悪
例
の
黙
認
さ
れ
て

い
る
村
が
あ
っ
た
。
あ
る
年
の
春
、

　
　
　
　
　
　
　
あ
ん
ど
ん
ち
ょ
う
だ
い

り
っ
ぱ
で
大
き
な
行
燈
を
頂
戴
し
て

き
た
男
が
、
そ
の
度
胸
を
買
わ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
せ
き

一
番
に
な
っ
た
。
関
の
宿
を
出
る
六

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
り
つ
り

日
目
の
朝
、
部
屋
の
行
燈
を
行
李
の

上
に
く
く
り
つ
け
て
さ
り
げ
な
く
出

発
し
た
と
い
う
。

　
文
明
開
化
で
、
ト
リ
や
ケ
ダ
モ
ノ

の
肉
を
食
う
風
潮
が
川
西
に
ま
で
及

び
、
山
地
の
若
い
衆
も
千
手
の
料
理

　
　
　
な
べ

屋
で
肉
鍋
を
つ
つ
く
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
　
き
ょ
　
　
　
　
　
　
　
う
し
　
　
　
　
蝋

肉
て
ん
の
食
っ
て
み
よ
う
テ
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
「
ボ
を
食
う
が
ん
な
、
オ
ラ
、
未

じ
ょ
げ
　
　
や

情
気
で
嫌
だ
ず
や
ア
。
」

　
　
　
　
　
　
ぎ
ゅ
う

　
「
ハ
チ
ャ
、
牛
肉
に
し
る
か
…
已

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
め

　
「
そ
う
だ
ナ
イ
、
ボ
は
駄
目
だ
ど

　
ぎ
ゅ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

も
牛
だ
け
れ
ば
食
う
こ
っ
つ
お
。
」

　
仙
田
駐
在
所
に
着
任
し
た
マ
マ
ナ

キ
（
ど
も
り
）
の
巡
査
は
、
倹
約
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち

め
に
違
反
し
て
祭
り
や
名
月
に
餅
つ

く
家
を
ツ
カ
メ
ル
こ
と
が
好
き
で
あ

っ
た
。
あ
る
年
の
秋
ご
と
に
、
デ
ン

ゼ
ン
（
屋
号
）
の
別
宅
で
ペ
タ
コ
ン

と
餅
を
つ
く
音
が
し
た
。
　
「
べ
、
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん
な

ッ
タ
ク
か
」
と
お
っ
と
り
刀
で
か
け

つ
け
、
　
「
コ
ラ
ッ
、
ナ
、
ナ
ン
デ
餅

を
つ
く
か
ッ
」
と
問
う
に
、
こ
こ
の

ト
ッ
ツ
ァ
た
ま
げ
て
「
ハ
、
ハ
イ
、

キ
ネ
で
つ
き
ま
す
。
」

　
日
露
戦
争
が
終
わ
る
と
、
大
勝
を

記
念
す
る
事
業
が
村
々
で
と
り
あ
げ

ら
れ
、
完
成
を
祝
う
席
で
は
「
く
つ

ぬ
ぎ
」
が
詠
ま
れ
た
。
赤
谷
と
岩
瀬

の
峠
を
貫
い
た
ト
ン
ネ
ル
も
そ
の
ひ

と
つ
で
、
戦
勝
と
新
道
の
開
通
に
歓

喜
す
る
村
民
の
祝
吟
が
花
を
添
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
し
も

天
位
に
な
っ
た
の
は
、
大
下
の
オ
ト

ト
が
ひ
ね
っ
た
「
ト
ン
ネ
ル
を
空
け

て
古
道
ス
テ
ッ
セ
ル
」
で
あ
っ
た
。

　
大
正
七
年
の
秋
、
村
の
小
学
校
に

訓
導
の
肩
書
き
を
も
つ
女
ゼ
ン
セ
が

赴
任
し
た
。
こ
の
先
生
か
ら
教
わ
る

こ
と
に
な
っ
た
一
年
生
は
、
　
「
が
ん

ば
ら
な
く
ち
ゃ
」
と
磁
炉
輝
か
せ
た
・

は
じ
め
て
の
修
身
の
時
間
に
「
着
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
随

　
「
ネ
ラ
、
八
ノ
日
は
、
ボ
（
牛
）
の
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道路除雪計画図
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町・A　1車線以上確保、状況
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町・B　Aの除雪後、余力のあ

　　　る場合1車，線確保。
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＼
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ぐ
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＼
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『生
が
、
　
「
こ
れ
は
何
を
し
て
い
る
の

で
す
か
」
と
尋
ね
た
。
真
っ
先
に
手

を
上
げ
た
男
の
子
が
「
ツ
ツ
ゴ
ト

（
縫
い
物
）
」
と
答
え
る
と
先
生
は
首

を
か
し
げ
、
次
に
指
さ
れ
た
女
の
子

が
「
裁
縫
で
す
」
と
答
え
る
と
「
そ

う
で
す
ね
」
と
教
え
た
。
こ
の
と
き
、

ッ
ッ
ゴ
ト
と
答
え
た
子
を
恥
を
か
い

た
と
思
い
、
こ
れ
か
ら
は
、
人
の
前

で
二
度
と
発
言
は
す
ま
い
と
心
に
誓

っ
た
。
長
じ
て
議
員
に
推
さ
れ
て
か

ら
も
、
公
の
席
で
は
め
っ
た
に
発
言

し
な
い
村
会
議
員
に
な
っ
た
。

　
峠
の
下
の
、
百
刈
ほ
ど
の
千
枚
田

は
二
軒
の
持
ち
分
で
、
一
人
暮
ら
し

の
ジ
サ
と
隣
村
の
後
家
が
小
沢
を
境

に
耕
し
て
い
た
。
昼
食
ど
き
に
な
っ

て
、
後
家
が
「
ジ
サ
、
来
て
茶
を
飲

ま
ね
え
か
い
」
と
さ
そ
う
と
、
　
「
オ

ラ
湯
も
茶
も
い
ら
ね
え
、
そ
の
代
わ

り
ア
ン
ネ
て
ば
、
お
前
が
一
度
だ
け

そ
の
気
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
、
こ
の

　
　
く

田
を
呉
れ
る
が
、
ど
う
だ
い
…
」
と

い
っ
た
。
数
日
後
、
ジ
サ
の
田
は
後

家
の
名
義
に
な
り
、
村
の
衆
は
こ
の

田
を
「
ナ
ン
ト
カ
田
」
と
名
付
け
た
。

　
ダ
ラ
（
屋
号
）
の
バ
ッ
パ
が
急
に

倒
れ
た
。
チ
ャ
チ
ャ
が
た
ま
げ
て
郵

便
局
へ
飛
び
、
至
誠
堂
へ
電
話
を
か

け
て
も
ら
っ
た
ら
「
ダ
ッ
ト
サ
ン
が

行
く
」
と
い
う
返
事
。
二
時
問
後
、

キ
ン
キ
ラ
キ
ン
の
う
な
り
声
を
あ
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

た
小
型
の
乗
用
車
が
来
て
停
ま
っ
た
。

車
か
ら
降
り
た
医
者
ど
ん
に
、
待
ち

か
ね
て
い
た
ジ
ッ
チ
は
い
っ
た
、

麗
慧
難
鑛
融
陛
難
羅
難
蟹
難
黙
羅
毅
籔
難
懸
羅
難
羅
馨
羅
　
灘
灘
羅
舞
鞍
舞
舞
㎜
羅
羅
羅
難
難
馨
翻
螺
慧
霧
羅
羅
錘
融

「
お
前
さ
ん
が
ダ
ッ
ト
さ
ん
ヵ
ノ
已

　
昭
和
十
五
年
七
月
の
暑
い
日
、
松

代
村
か
ら
A
家
に
嫁
い
だ
C
子
サ
は

そ
の
村
に
電
気
が
引
か
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
を
挙
式
の
二
日
後
に
知
っ

た
。
祝
言
の
日
は
夕
方
お
そ
く
婚
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん

の
敷
居
を
ま
た
ぎ
、
五
分
芯
の
明
る

い
ラ
ン
プ
に
照
ら
さ
れ
た
青
畳
を
見

つ
め
て
過
ぎ
た
。
二
日
目
は
ま
だ
シ

ョ
オ
シ
ク
テ
あ
た
り
を
ウ
ロ
ッ
カ
も

で
き
ず
、
短
い
夜
を
う
つ
む
き
が
ち

に
酒
注
い
で
ま
わ
り
、
二
人
だ
け
に

な
る
と
真
っ
暗
な
部
屋
で
寝
た
。

も
こ
ど
ん
　
で
き
ぷ
つ

「
婿
殿
は
出
来
物
だ
、
あ
の
村
は
い

い
ど
こ
だ
」
と
い
わ
れ
て
来
た
の
に

…
…
、
と
C
子
サ
は
嘆
い
た
。

　
デ
ン
デ
ン
（
屋
号
）
の
カ
ッ
カ
が

五
才
に
な
る
息
子
を
連
れ
て
十
日
町

へ
買
い
物
に
出
か
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。
　
「
十
日
町
へ
行
っ
た
ら
オ
カ
カ

と
呼
べ
」
と
教
え
て
、
上
野
は
富
屋

の
前
か
ら
乗
合
自
動
車
に
乗
っ
た
。

車
の
中
で
、
子
ど
も
は
う
れ
し
が
っ

て
は
し
ゃ
ぎ
、
大
き
な
声
で
「
カ
ッ

カ
、
十
日
町
へ
着
い
た
ら
オ
カ
カ
と

い
う
が
ん
だ
ノ
シ
」
と
い
っ
た
。

　
昭
和
二
十
六
年
の
秋
、
川
西
郷
六

か
町
村
の
オ
エ
ラ
方
を
前
に
、
ト
ン

チ
で
有
名
な
野
坂
副
知
事
は
一
席
ブ

ッ
タ
も
の
だ
。
　
「
下
条
村
か
ら
渡
た

し
で
信
濃
川
を
越
え
た
。
舟
を
降
り

る
と
き
、
女
衆
に
は
タ
ダ
で
乗
せ
る

こ
と
に
気
が
付
い
た
。
船
頭
衆
に
理

由
を
聞
い
た
ら
、
　
「
こ
の
舟
は
賃
取

り
舟
だ
」
と
い
わ
れ
て
、
参
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅
癌

灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舞羅叢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　纈鶴　翻灘．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰹　撒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繍鱗蓬醸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　馨護　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　．羅雛　　　　　　　　　　　　　　　　辮蝋　　　　　　　　　　　　　　騰　　　　　　　　　　　　　護　　　　　　　　　　　鑑　　　　　　　　　騨　　　　　　　　醐　　　　　　　鍵　　　　　　　灘　　　　　懸　鞭　　　醐　雛魏職鱗i謹麟i獅
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　57年も余すところあとわずか。

この1年は、あなたにとってどん
な年だったでしょうか。

　町では、この1年間の建設事業
をまとめて、先月29日に合同媛能う

式を行いました。129件で投資額
は7億9，690万円でした。

　初雪は11月25日に5cmほど降り
ましたが、昨年よりは17日遅れと

なっています。

　これからは寒くなる一方ですが

風邪などをひかないように。

合
同
竣
工
式
二
百
人
が
祝
う

　
先
月
二
十
九
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で

五
十
七
年
度
の
建
設
事
業
を
ま
と
め
て

祖
ス
・
同
竣
工
式
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
感
　
謝
　
状
　
の
　
贈
　
呈

　
式
典
に
は
、
町
関
係
者
、
施
工
業
者
、

町
外
来
賓
な
ど
二
百
人
ほ
ど
の
方
々
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
川
西
中
学
校
木
造
校
舎
改
築
工
事
関

係
の
建
設
費
は
二
億
七
千
万
円
に
も
及

ん
で
い
ま
す
。

お
め
で
と
う

　
　
　
　
「
節
黒
城
」

駐
在
所
の
広
報
紙
「
節
黒
城
」
に

関
東
管
区
警
察
局
保
安
部
長
賞

　
川
西
、
仙
田
、
仁
田
の
三
駐
在
所
で

共
同
発
行
を
し
て
い
る
ミ
ニ
広
報
紙

「
節
黒
城
」
が
新
潟
県
の
コ
ン
ク
ー
ル
で

優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
こ
の
た
び
第
十
一

回
派
出
所
・
駐
在
所
広
報
紙
コ
ン
ク
ー

◎
運
転
免
許
更
新
が
簡
単
に

　
十
一
月
一
日
か
ら
、
運
転
免
許
更
新

手
続
き
の
際
、
更
新
前
三
年
問
無
事
故

無
違
反
の
方
に
限
り
（
初
回
更
新
者
は

除
く
）
、
そ
の
場
で
資
料
の
交
付
を
受

け
、
短
い
時
問
に
簡
易
な
講
習
を
受
け

ル
全
国
大
会
に
新
潟
県
代
表
と
し
て
出

品
さ
れ
、
関
東
管
区
警
察
局
保
安
部
長

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

慧
趨
難

「
盾
」

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

優
良
無
事
故
運
転
者
表
彰
実
施
要

領
の
一
部
改
正
（
11
月
1
日
改
正
）

①
表
彰
の
種
別

　
q
D
県
警
本
部
長
・
県
協
会
長
表
彰

いま一歩r節黒城」
　景勝100選に漏れる

　
新
潟
県
観
光
協
会
と
新
潟
日
報
社
が

上
越
新
幹
線
開
通
記
念
と
し
て
、
　
「
に

い
が
た
景
勝
一
〇
〇
選
」
を
行
い
ま
し

た
が
、
川
西
町
の
二
候
補
地
は
残
念
な

カ
ら
選
に
漏
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

▽
長
者
ケ
原
公
園

　
一
五
二
位
（
三
二
〇
票
）

▽
節
黒
城
跡
か
ら
の
眺
望

　
一
二
七
位
（
一
九
〇
七
票
）

※
ご
協
力
あ
り
カ
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
普
通
免
許
以
上
の
所
有
者
で
1
5
年

　
　
以
上
の
運
転
経
歴
（
条
件
有
）

　
㈹
県
協
会
長
表
彰

　
　
普
通
免
許
以
上
で
7
年
以
上
15
年

　
　
未
満
、
ま
た
は
二
輪
、
原
付
免
許

　
　
で
7
年
以
上
（
条
件
有
）

㈹
地
区
表
彰

　
　
原
付
、
二
輪
、
普
通
免
許
で
5
年

　
以
上
10
年
未
満
、
10
年
以
上
15
年

　
未
満
（
条
件
有
）

②
表
彰
年
限

　
q
D
県
連
名
　
10

、
2
5
、
30
年

　
ω
県
単
名
　
7
、
15

、
25
、
30
年

　
㈹
地
区
連
名
　
5
、
10
（
県
単
名
7

　
　
年
表
彰
を
受
け
て
い
る
人
）
年

③
受
彰
資
格

　
q
D
地
区
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で
あ

　
　
っ
て
継
続
し
て
運
転
の
こ
と

　
囲
反
則
行
為
に
よ
る
累
積
点
数
3
点

　
　
以
下
の
こ
と

　
㈹
原
則
と
し
て
年
1
回
運
転
講
習
会

　
　
に
出
席
し
て
い
る
こ
と

④
表
彰
手
続
き

　
q
D
協
会
で
定
め
た
上
申
書
に
よ
る

　
働
上
申
は
会
員
の
自
主
申
告

　
㈹
上
申
は
協
会
支
部
に
お
い
て
と
り

　
　
ま
と
め
提
出
す
る

⑤
上
申
期
限

　
q
D
県
連
名
の
上
申
書
は
地
区
協
会

　
（
十
日
町
）
へ
1
月
2
0
日
ま
で
に

　
㈹
県
単
名
　
2
月
10
日
ま
で
に

⑥
地
区
連
名
　
2
月
20
日
ま
で
に

〔
川
西
羅
安
藤
策
さ
ん
し
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図）想予成（完

地域休養施設の
　　　　　名称募集
’親しみやすく現代にマッチしたもの～

rでは、新農業構造改善事業で、国道252号線

・沢トンネル東口に地域休養施設を建設します。

二の施設は、地域住民の休養とコミュニティーの

：して利用いただくもので、昭和58年夏ごろのオ

ブンを目ざし、現在建設作業を進めています。

直設の名称は、次の要領で公募することになりま

≧。ふるってご応募ください。

睾集項目　休養施設の名称

尾しみやすく、地域および現代にマッチしたもの

1枚につき1点の作品とします。

、職業を明記し、川西町役場産
　
　
の

　
　
い
年

キ
齢
さ
58

ハ

1月31日とし、当日消印まで

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
年
だ
和
す
作
し
報
募
し
ー
ト
室
間

や
農
ル
、
い
し
は
て
休
く
　
　
・
く
昭
ま
秀
呈
広
応
と
　
ン
議
客

黙
簾
謝
瀧
羅
縦
選
響
鰻
臨

～
謬
こ
励
施
赫
親
と
璽
業
鱗
竪
畿
轟
売
2
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
・
一
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
・
●
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●

1点、佳作5点とし、入選者には
ます。

かわにし3月号の紙上で行います。

した作品の著作権は、川西町に帰

ます。

階　食堂（50人収容）、ロビー、

（洋風）、大広間（和風）

8室（30人収容）

知
し
こ
Z
／
h
し
ミ
λ
ノ

信
心
さ
れ
て
い
る
延
命
地
蔵
菩
薩

赤
谷
高
橋
与
平
さ
ん

時像地
磐睡蓉
行つに十
基ては二
菩あ’社
薩っ延境
のた命内
一・o地に
本こ蔵建
三れ菩ぼた
体は薩喜っ

”のて一・奈ごい
刀良尊た

三
礼
の
作
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
高
さ
六

十
四
セ
ン
チ
、
胴
回
り
四
士
ニ
セ
ン
チ

の
木
像
で
あ
る
。

こ
の
由
緒
を
た
ず
ね
て
み
る
と
、

「
三
十
六
代
孝
徳
天
皇
、
あ
る
と
き
病

　
　
　
た
ま

に
か
か
ら
せ
給
う
と
き
に
、
善
光
寺
の

開
基
本
田
吉
輔
夢
ま
く
ら
に
現
れ
、
延

命
地
蔵
を
西
方
の
永
住
の
地
に
ご
案
内

申
し
可
し
」
と
示
さ
れ
た
。
孝
徳
天
皇

は
、
臣
下
山
田
赤
谷
に
延
命
尊
像
を
あ

ず
け
た
。
山
田
赤
谷
は
、
西
へ
西
へ
と

霊
場
を
た
ず
ね
ら
れ
、
つ
い
に
当
地
に

落
ち
着
き
、
村
人
、
信
者
の
協
力
を
得
　
槻

て
、
さ
さ
や
か
な
お
堂
を
建
て
た
。
こ
　
螺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

こ
が
ご
本
尊
の
霊
場
な
り
と
あ
が
め
ら
　
粛

れ
、
永
住
の
地
に
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
ゆ

る
。
そ
の
後
、
山
田
赤
谷
は
目
的
を
達
揃

し
た
の
で
帰
ら
れ
た
。
村
人
は
、
あ
ま
　
醒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓶

り
に
も
あ
り
が
た
い
菩
薩
を
授
け
て
く
　
嘉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ヘ
シ

れ
た
と
、
山
田
赤
谷
の
名
を
取
っ
て
、
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
の

こ
の
村
を
赤
谷
と
名
づ
け
た
と
い
う
。
　
舜

昭
和
三
十
一
年
に
地
蔵
堂
を
取
り
く
　
綜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
虞

ず
し
、
十
二
社
横
に
建
た
っ
て
い
る
保
　
駈

川
辺
老
友
会
が

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

十
月
二
十
八
日
に
、
川
辺
老
友
会
が
、

な
か
ま
の
家
の
“
ヨ
シ
刈
り
”
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

育
所
を
譲
り
受
け
て
、
そ
こ
に
ご
本
尊
　
♂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
り

を
安
置
し
て
い
た
が
、
こ
の
春
に
赤
谷
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
じ

集
落
セ
ン
タ
ー
ヘ
移
し
て
い
る
。
　
　
　
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
メ

赤
谷
の
延
命
地
蔵
菩
薩
は
、
昔
か
ら
　
蔀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
と

女
性
の
守
り
神
と
し
て
信
心
さ
れ
、
身
　
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　

ご
も
る
と
安
産
を
願
い
、
お
参
り
に
訪
　
．
溺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ゆ

れ
る
人
が
多
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
℃
。
．
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
D
9

公給領収証を忘れず1

　忘年会や新年会などで、料理店、飲食店、旅館、バーなど

を利用されたときは、免税点以下の場合を除き、忘れずに公

給領収証を受け取ってください。

　公給領収証は次の場合交付されます。

○飲食店（婦女の接待を伴わないもの）　1人1回の料金が

　2，000円（58年1月1日以後は2，500円）を超えたとき……料

　金の10％

○料理店、バー、飲食店（婦女の接待を伴うもの）　利用料

　金の全額に対し10％

○旅館、ホテル、・1人1泊2食の料金が4，000円（58年1月

　1日以後は5，000円）を超える場合は、2，000円を控除した残

　りの額の10％　・宿泊者の追加飲食、夜食、昼食など、ま

　た日帰者の休憩および飲食は、利用料金が2，000円（58年1

　月1日以後は2，500円）を超えたとき……料金の10％

※公給領収証は、会計が明朗になり、税金上のトラブル防止

に役立ちます。問い合わせは、十日町財務事務所・間税係

（802575－7－5511内線205）へどうぞ。
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はしか予防接種状況

調査表の提出を！

　
十
一
月
に
麻
し
ん
（
は
し
か
）
の
予

防
接
種
を
受
け
た
お
子
さ
ん
の
保
護
者

の
皆
さ
ん
へ
。

　
「
は
し
か
予
防
接
種
状
況
調
査
表
」

は
、
翌
年
の
予
防
接
種
に
と
っ
て
た
い

せ
つ
な
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
十
二

月
十
四
日
ま
で
に
役
場
健
康
管
理
室
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

㎜
灘
㎜
黙
鐵
隙
難
揃
灘
翻
㎜
欝
鑓
聾
購
懸
難
糊
醜
盤
灘
繋
瓢
講
灘
難
皿
懸
羅
灘
遜
慧
螺
撒
襲
霧
醐
藩
轍
雛
㎜
雛
灘
難
皿
灘
㎜
轟
難
蝦
灘
黙
墾
醐
蕪

工
業
統
計
調
査
に

　
　
　
　
お
伺
い
し
ま
す

　
通
商
産
業
省
で
は
十
二
月
三
十
一
日

現
在
で
「
五
十
七
年
工
業
統
計
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業

所
を
対
象
と
し
て
、
製
造
品
の
出
荷
額
、

原
材
料
使
用
額
、
従
業
者
数
、
有
形
固

定
資
産
額
な
ど
を
調
査
し
、
工
業
活
動

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
構
造
統

計
調
査
」
も
い
っ
し
ょ
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
年
末
年
始
の
お
忙
し
い
中
、
調
査
員

が
お
伺
い
し
ま
し
た
ら
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
12
月
29
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

●
1
月
5
日
．
：
．
．
．
．
．
．
上
野
連
絡
所

●
1
月
12
日
．
．
．
．
．
．
．
．
．
橘
出
張
所

叢あ
蒙た
箋のし

嚢体
蔑，験
　　㌦・●ぎ．奉●。　　．。

　　　｝・乎・騨鱗’

　
藤
巻
義
明
さ
ん
（
塩
辛
）
が
、
こ

の
た
び
新
潟
県
青
年
リ
ー
ダ
ー
養
成

海
外
研
修
員
と
し
て
、
タ
イ
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
行
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ァ
体
験
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
辛

　
カ
ワ
ン
　
テ
リ
マ
カ

　
民
＞
ミ
＞
」
∠
　
↓
国
罰
一
ζ
＞
O

　
シ

＞
の
一
　
ー
（
友
だ
ち
よ
、
あ
り
が

と
う
）

　
10
月
19
日
出
国
、
10
月
29
日
帰
国
、

自
分
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
海
外
、

そ
し
て
長
期
に
わ
た
る
研
修
旅
行
で

し
た
。
訪
間
国
は
タ
イ
と
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
す
。
起
床
5
時
、
就
寝
1
時

と
い
う
日
本
に
い
る
と
き
に
は
考
え

ク
ラ
ン
バ
ナ
ン
遺
跡
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ァ
）

に
て
　
右
は
し
が
藤
巻
さ
ん
。

轟
嚢
謹
碓
嚢
馨

心
配
ご
と
相
談

●●
1212
月月
2215
日日

輿纂
ロヨ
セセ
ンン
タタ
ii

停電の
わ多ロうせ

●12月13日（月）／

午前9時から正午

　まで、原田・根深．
為
．

藤
　
巻
　
義
　
明

ら
れ
な
い
ハ
ー
ド
な
生
活
に
な
り
ま

し
た
。

　
今
年
の
4
月
30
日
、
新
潟
市
の
白

山
会
館
で
一
般
常
識
、
論
文
、
面
接
、

英
会
話
か
ら
な
る
選
考
試
験
を
受
け

ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
に
も
体
力
と

度
胸
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る

海
外
派
遣
で
し
た
。

　
タ
イ
で
は
、
女
性
と
子
供
の
駆
け

込
み
寺
の
よ
う
な
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ

ー
ホ
ー
ム
を
見
て
、
女
性
だ
け
の
、

そ
し
て
政
府
か
ら
独
立
し
た
経
営
形

態
、
生
活
に
驚
か
さ
れ
、
ま
た
水
上

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
観
光
地
化
に
よ
る
批

判
、
対
応
策
を
投
げ
か
け
ら
れ
、
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
区
Z
℃
一

と
い
う
青
年
委
員
会
組
織
の
驚
異
と

も
い
う
べ
き
活
動
に
目
を
見
張
り
な

が
ら
も
、
も
う
一
つ
納
得
の
い
か
な

い
国
政
介
入
を
目
の
当
た
り
に
し
ま

し
た
。

　
そ
し
て
優
秀
な
競
技
者
、
青
少
年

た
ち
が
貧
困
と
地
方
散
在
な
ど
の
辛

　
じ
や
く
ま
く

苦
寂
箕
か
ら
麻
薬
な
ど
に
手
を
出
し
、

自
ら
人
生
を
崩
壊
さ
せ
て
い
る
現
状

を
聞
き
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
ふ
う
に
次
か
ら
次
へ
と
考

え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た

が
、
そ
こ
に
仲
間
が
い
た
こ
と
、
そ

し
て
子
供
た
ち
の
あ
つ
い
ま
な
ざ
し

が
私
た
ち
を
見
つ
め
て
い
た
こ
と
で

す
べ
て
を
解
決
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
一
人
の
思
考
力
、
判
断
力
に
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
集
団
に
な

る
と
、
そ
こ
に
ふ
く
ら
み
や
奥
行
き

の
よ
う
な
も
の
が
で
き
て
、
よ
り
よ

い
方
向
へ
進
む
こ
と
が
多
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
そ
れ
と
も
う
一
つ
、
子
供
た
ち
の

好
奇
心
と
信
頼
を
持
っ
た
ひ
と
み
が
、

ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
疲
労
し
精

気
を
失
い
か
け
た
私
た
ち
に
、
新
た

な
活
力
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
折

り
紙
を
手
に
「
次
は
ど
う
す
る
の
」

と
問
い
か
け
る
子
供
た
ち
の
真
剣
な

顔
が
、
く
っ
き
り
と
刻
み
込
ま
れ
ま

し
た
。

　
そ
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

慣
習
、
言
語
、
文
化
な
ど
の
情
報
収

集
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
ア
ン
ド
リ
ヤ

ニ
ち
ゃ
ん
の
協
力
で
す
。
彼
女
の
習

い
た
て
の
英
会
話
が
な
か
っ
た
ら
、

す
べ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
し
た
か

ら
、
収
集
も
少
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。　

現
地
で
の
セ
ノ
パ
テ
ィ
を
始
め
と

す
る
仲
間
、
そ
し
て
今
回
の
派
遣
で

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
方
々
に
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。



o【9】1”1””””””1””1”””””III”1”””11””””1”ll”””III””1”II”1””lll”””””o”lll””lll””1”””1”””1”””””1”1”1”1”””1広輻かわにし／昭和57年12月10日発行

58年度幼稚園児・保育園児

入園申請は25日までに
　58年度の川西幼稚園および各保育園の

入園申請を、次により受け付けます。

《》申請書提出期限　12月25日

《》募集人員・申請書の提出先

　別表のとおり．

⇔保育園の申請書には、次の書類を添付

　してください。

レ父母または祖父母で，勤め人のいる家

　庭は、事業主発行の勤務証明書を．

レ父母または祖父母で内職をしている家

　庭は、事業主発行の内職証明書を．

レ病人のいる家庭は、医師の診断書を．

《》注意事項

レ心身の障害などで、団体生活ができな

　い人は入れません。

レ在園中で引き続き入園を希望する人も

　申請して〈ださい。

1〉入所希望児が2人以上のときは、各児

　童ごとに申請してください。

レ家庭状況をお聞きしますので，申請書

　は家族がお持ち〈ださるように。

1〉申請書や添付書類に不備があると、受

　け付けできないことがありますのでご

　注意ください。

出息
善

　
次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
古
沢
棟
子
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
五
万

　
円

※
川
崎
リ
ヤ
さ
ん
（
中
屋
敷
）
か
ら
一

　
万
円

※
木
島
町
に
お
住
い
の
方
か
ら
匿
名
で

　
一
万
円

※
農
協
婦
人
部
か
ら
、
交
換
バ
ザ
ー
ル

　
益
金
の
一
万
六
百
八
十
五
円

※
町
連
合
婦
人
会
か
ら
、
一
円
玉
募
金

を
五
万
八
千
六
百
七
十
二
円

●
羽
鳥
正
作
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
、
も

　
ち
つ
き
う
す
一
個

●
星
名
美
代
志
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
、

ざ
ぐ
り
一
個
、
ざ
ぐ
り
枠
八
個
、
ぞ

う
り
型
木
一
個
、
あ
ん
ど
ん
一
個

●
高
橋
久
蔵
さ
ん
（
三
領
）
か
ら
、
つ

む
五
個

蓑呂撒等受雛櫨競お嚢
籍11月の交通事故発生件数詫
？轟　　　　　　　　　　　　一　？“．

縫　　　　　　累計誕
轄件　数3（1）18（1⑤轄
の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　

轄傷　者3（1）19⑳轄
籍死　者0（o）2（o）羅
蝦～　、　　　　　　　　　　　　　　￥．＄
‡2酒よい0（o）2（2）銭
蓼2酒気おび1（・）15（1侭蓑

ぢ2　　（）内は前年比較　　等愛

鞍獣轍㍑裾鰯棚艶蕊融
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園児受け付け案内別表

1』さ衡

ll＼器

緊ミぽ
　、、
　　、　　　、

なかまの家の

ちた人

交歓会

老

にぎやかに

仙
田
〃

橘
〃

上
野
〃

南
原
〃

千
手
保
育
園

川
西
幼
稚
園

施
設
名

70 85 80 40 85

75人
5
歳
1

募
集
人
員

／
4
歳
1

／ 3
歳
児

10 15 10 10 15 ／ 離
児

80 100 90 50 100 75人 計

仙
田
地
区

橘
　
地
区

上
野
地
区

千
手
地
区

者年全
間町
通・
園た
可だ
能し

入
所
区
域

各口社
保お会
育よ課
園び窓

口び幼
住稚
民園
係お
窓よ

配申
布請
場書
所の

各口社
保お会
育よ課
園び窓

幼
稚
園

提申
出請
場書
所の

　
川
西
中
学
校
の
吹
奏
楽
部

（
三
十
六
人
）
と
な
か
ま
の
家
の

人
た
ち
（
五
十
五
人
）
が
に
ぎ

や
か
に
交
歓
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
先
月
の
二
十
日
は
あ
い
に
く

の
雨
降
り
で
、
会
場
を
な
か
ま

の
家
か
ら
上
野
小
学
校
の
体
育

館
に
移
し
て
い
ま
す
。
交
歓
会

を
主
催
し
た
の
は
青
少
年
育
成

町
民
会
議
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
「
西
部
警
察
」
　
「
テ
ア
ド
ロ

プ
探
偵
団
」
な
ど
が
演
奏
さ
れ

る
と
、
な
か
ま
の
家
の
人
た
ち

の
体
が
自
然
に
動
い
て
き
ま
す
。

演
奏
を
バ
ッ
ク
に
「
宇
宙
戦
艦

ヤ
マ
ト
」
を
大
き
な
声
で
歌
い

ま
し
た
。

　
音
楽
を
通
じ
て
み
ん
な
の
心

が
一
つ
に
つ
な
が
り
、
こ
れ
か

ら
も
お
互
い
に
が
ん
ば
っ
て
い

こ
う
と
友
情
を
深
め
ま
し
た
。

吹
奏
楽
部
の
演
奏
を
バ
ッ
ク
に
歌
手
に

な
っ
た
よ
う
な
気
分
…
…
…
…

　　　　　　　　籔
　　　　　　議
　　　　藝
　　馨翻騨

湘
＝
一
一
．
9
囎
一
…
一
．
．
．
一
三
．
．
．
一
一
一
一
。
一
一
．
．
一
．
一
。
一
一
一
一
3
3
3
一
。
。
．
．
，
一
…
一
一
．
．
．
一
三
一
一
．
一
一
｛
．
．
．
一
。
…
一
一
．
．
．
一
，
三
一
一
一
一
一
…
一
．
．
．
．
一
三
一
．
一
の
．
一
三
一
．
5
…
一
．
髄
麟
．
一
…
曹
．
．
．
畠
一
。
三
一
一
．
．
一
一
3
一
一
一
．
一
．
ξ
一
一
。
．
8
一
一
。
一
一
一
．
♂
一
三
。
．
．
8
8
一
一
…
o
…
一
一
…
一
一
。
一
。
一
。
．
．
ξ
一
一
…
ξ
。
。
一
3
一
一
。
。
驚
…
一
3
一
一
一
…
3
…
。
。
．
．
3
…
亀
．
．
．
｛
一
．
．
．
3
…
も
π
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た
い
せ
つ
な
朝
食

　
朝
食
を
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
日
一
日

健
康
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
の
た
い
せ
つ
な
カ
ギ
に
な

り
ま
す
。

　
朝
食
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
体

全
体
が
目
覚
め
、
一
日
の
活
動
が
始

ま
り
ま
す
。
午
前
八
時
か
ら
正
午
ご

ろ
ま
で
が
、
体
の
新
陳
代
謝
を
調
節

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
く
ヤ
ア
エ

し
、
活
力
を
促
進
さ
せ
る
副
腎
皮
質

ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
い
ち
ば
ん
活
発

　
　
　
　
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

翻霧
　
・
署
購
”
“
。
・

　
　
．
．
”
軸
”
”
“
”
”
”
蘭

羅
購
鰯
…

螺
す
。
こ
の
生
理
機
能
か
ら

も
、
朝
食
を
抜
く
こ
と
が

体
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す

の
が
理
解
で
き
ま
す
。

　
朝
食
を
抜
く
と
、
前
夜

か
ら
十
五
、
六
時
問
も
栄

養
の
補
給
が
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て

血
液
中
の
血
糖
値
が
下
が

り
、
脳
神
経
の
働
き
が
に

ぶ
く
な
っ
て
、
イ
ラ
イ
ラ

や
疲
れ
や
す
く
な
り
、
仕

事
や
勉
強
の
能
率
低
下
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
。
特

に
、
発
育
期
の
お
子
さ
ん

や
学
生
に
は
、
こ
の
よ
う

な
悪
習
慣
を
つ
け
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
朝
、
食
欲
の
な
い
方
は
、
夜
食
を

控
え
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
一
、
下
分

く
ら
い
早
起
き
を
し
て
、
散
歩
や
ジ

ョ
ギ
ン
グ
な
ど
、
軽
い
運
動
を
や
っ

て
食
欲
を
出
す
く
ふ
う
が
必
．
要
と
な

り
ま
す
。

　
や
せ
る
た
め
に
朝
食
を
抜
い
て
い

る
人
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
は

逆
効
果
で
す
。
食
事
を
抜
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
体
の
細
胞
が
空
腹
時
に
備

え
て
、
エ
ネ
ル
ギ
i
貯
蔵
の
た
め
の

脂
肪
組
織
を
発
達
さ
せ
、
同
じ
量
を

食
べ
て
も
か
え
っ
て
太
っ
て
し
ま
う

よ
う
に
な
り
ま
す
。
朝
食
を
と
ら
ず
、

昼
食
を
軽
く
、
夕
食
を
ど
っ
さ
り
、

と
い
う
食
事
の
と
り
方
は
太
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
一
日
の
食
事
の
量
を

三
等
分
し
て
、
夕
食
を
少
な
め
に
す

る
方
法
が
健
康
L
よ
い
よ
う
で
す
。

　
朝
食
を
抜
い
て
も
、
長
い
間
に
は
、

そ
の
生
活
に
体
が
な
れ
て
苦
痛
を
感

じ
な
く
な
り
ま
す
が
、
徐
々
に
健
康

を
害
し
て
い
き
ま
す
。
朝
食
を
抜
く

人
に
貧
血
者
が
多
い
と
い
わ
れ
る
の

も
、
こ
の
裏
付
け
だ
と
思
い
ま
す
。

　
忙
し
く
て
も
朝
食
を
と
っ
て
、
快

食
、
快
便
で
一
日
の
ス
タ
ー
ト
が
で

き
る
よ
う
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

蘂
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

饗
舞黎囑

磨
骸
暑
名
§
骸
き
き
§

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
羅

（
轍

（
翻

（
総

（
縣

（
雛

（
繊

田
口
　
昭
一
木
落

桑
原
美
恵
子
十
日
町
市
か
ら

羽
鳥
菊
雄
中
屋
敷

小
林
　
京
子
　
中
仙
田
か
ら

藏
品
　
茂
昭
　
霜
　
条

大
津
洋
子
十
日
町
市
か
ら

高
橋
勇
　
神
社
町

高
澤
徳
子
新
発
田
市
か
ら

田
中
清
隆
　
小
白
倉

山
田
　
美
子
小
千
谷
市
か
ら

片
桐
　
正
二
　
小
白
倉

片
桐
　
紀
子
　
小
白
倉
か
ら

保
坂
　
久
夫
　
高
原
田

野
上
千
枝
子
　
東
善
寺
か
ら

　
　
か
わ
に
し

　
　
　
　
俳
壇

太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
登
坂
　
紅
葉

囲
し
て
暖
か
か
り
し
日
の
続
く

月
冴
え
て
畑
に
大
霜
育
ち
居
し

ガ
ラ
ス
戸
に
霜
育
ち
い
る
朝
か
な

菊
な
ら
ぶ
宮
の
参
道
人
つ
づ
く

寒
菊
と
い
う
玄
関
に
運
び
入
れ

　
　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

玄
関
の
囲
の
中
の
八
つ
手
咲
く

（
総

（
繊

（
繍

（
縣

（
総

（
羅礁織

丸小小星金平増池野仲川酒小
山幡林野子山田竹澤渡崎井海

剛敦敏幸良雪裕悦稔節幸明誠
　子之子廣子一子　子英美

木
島
町

群
馬
県
か
ら

越
ケ
沢

愛
媛
県
か
ら

野
　
口

原
　
田
か
ら

室
島

神
林
村
か
ら

大
　
倉

幸
子
十
日
町
市
か
ら

敏
之
中
屋
敷

敦
子
小
千
谷
市
か
ら

剛
　
　
学
校
町

岡
村
美
智
子
十
日
町
市
か
ら

根
津
徳
男
ヒ
野

福
崎
　
洋
子
十
日
町
市
か
ら

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

愚

羅杢丙石
撒　澤川

良
雅
巳
長
男
学
校
町

麻
美
　
克
幸
　
二
女
　
高
原
田

境
内
の
落
葉
積
り
て
神
の
留
守

落
葉
踏
む
一
足
づ
・
の
小
さ
き
音

残
照
の
陽
の
赤
々
と
残
り
柿

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

明
日
か
ら
無
人
の
駅
や
鶏
頭
花

さ
ら
さ
ら
と
音
た
て
消
え
る
ぬ
か
の
霜

敗
荷
の
か
げ
り
て
棚
田
暮
れ
初
む
る

新
幹
線
過
ぎ
ゆ
く
原
の
大
根
引
く

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

早
々
と
雪
囲
い
し
て
旅
に
立
つ

き
ら
め
き
て
崖
よ
り
く
ず
れ
霜
柱

受
け
継
ぎ
て
三
十
余
年
雪
囲
い

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
　
寅
生

数
藤
智
成

戸
田
有
祐

若
山
博
彰

須
藤
雄
一

五
十
川
亜
紀

滋
野
良
昭

高
橋
麻
奈
美

高
橋
和
則

根
津
英
和

金
子
歩
美

永
井
幹
子

羽
鳥
加
奈
子

小
林
加
代
子

幹明修清芳松辰吉清哲茂貴進
司　　一雄榮司春　也男土吉

二三二長二長長長長長長長長
女女女女男男女男女男男男男
　　　　下　　　　　 新

中朝木元平元室野沖仁町仁沖
仙日　　新　　　　　新
田町落町田町島口立田田田立

茂小佐田
野川藤中昇
　＿　　天

舗堰1　　　　ご
藤赤中仁め
　　島　 い

沢谷町田福
　　　　を
八七六五祈
○一四八る

動
く
と
も
見
え
ず
老
母
の
菜
を
間
引
く

藁
を
焼
く
煙
目
に
し
む
刈
田
道

稲
架
襖
あ
り
山
里
の
な
つ
か
し
や

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
高
橋
　
一
代

霜
柱
登
校
の
子
等
踏
み
行
き
し

南
天
の
冷
た
く
光
る
霜
雫

初
霜
や
束
ね
よ
せ
た
る
菊
の
花

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
　
　
秀

干
大
根
菜
を
つ
け
し
ま
・
し
な
び
お
り

初
雪
を
か
ぶ
り
し
庭
の
残
り
菊

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
上
村
　
ト
ミ

大
根
の
出
来
の
太
さ
に
ひ
と
り
言

暖
冬
の
日
和
つ
つ
じ
の
狂
い
咲
き


